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＜夕礼拝

【生命は生命から生まれる
“新しい革袋”の喩で、主イエスの言葉として何が起こったのか、結論を、また
小見出しの形で書いてみると【
の歴史からの出来事（成就）】であるということになるのです。
【放っておくと使えなくなる】
れました。出来事はこうです。エレミヤに主の言葉がのぞみました。「あなたの
帯をとり、ユーフラテスまで行き、岩の間に隠しなさい」です。これに対して、
エレミヤは遠くまで行き、そのようにします。長い年付きの後、また主がエレミ
ヤに、今度は「先のところまで行き、その帯を取り出せ
た。エレミヤはそのようにしましたが、帯はボロボロになり使い物にならなかっ
たというのです。大事だ大事だと思っていた、帯（身を引き締める大切なもの）
も、しまっている間に使えなくな
す。いつからボロボロになったという
【このように】
か。偶像礼拝についてです。“知らぬ間に、徐々に徐々に、神から離れ、偶像
礼拝を受け入れてしまった”ということです。いつからというのでなく、徐々に
です。「このようにしてエルサレムの傲慢を砕く（９節）」と仰るのです。イスラエ
ルの人達は皆、“神の民、契約の民”と思っていました。
かにしまいこんでしまっ
まい、それがなんであるかという、毎日の確認から、エルサレムの指導者たち
の心は離れていきました。
【金庫の中の聖書
に、どう対応したらいいのかということを教えています。変化は、そして、悪しき
変化は、非常に巧妙に、そして、知らぬ間に神から離そうという形でやって来
ます。“今日から”ということが分かれば、皆“ダメだ”といえるでしょう。十字架も
聖書も、毎日、私たちのものと、し続けなければいけないのです。「聖書は知
っている、またその大切さも、それによって救われたことも知っている」と
ることは答える
にに、隠してあり、十字架の傍らで、
か。主は、こういわれます。“
ラエルのすべての家とユダのすべての家をわたしの身にしっかりと着け、わ
たしの民とし、名声、栄誉、威光を示すものにしよう、と思った。しかし、彼らは
聞き従わなかった
【“この程度なら”の信仰】
な少数者です。ですから、まぎれもなく弱いのです。強くあろうとすれば、無
用ないさかいを引き起こしたり、相手にしてもらえないと、思いやすいのです。
主イエスの喩には、エレミヤに語られた、“新しい契約を、しっかりと身につけ
て、日々新たにされる
の完全という言葉で
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